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研究成果の概要（和文）： 我々は，体育指導に積極的に関与する立場にある教師が中心となり，学校内において情報
を伝達し共有していく校内研修を組織化する現職教育プログラムを運用し改善した。
　その結果、校外にある体育部会等の専門家集団から学んだ知識や技能を校内に伝達し同僚と共有していく過程で、校
長や研究主任のリーダーシップの重要性が明らかとなった。また、校内研修には実技研修と研究授業及び日常的な同僚
との対話という3つの研修形式で、体育授業の知識や技能が学校内に普及されていくことが分かった。特に、体育授業
の考え方については、研究授業を契機としつつ、日常的な同僚との対話により形成され変容していく過程が明らかとな
った。

研究成果の概要（英文）：　　　We implemented and improved the in-service training program that physical 
education coordinators organized on-job training within their schools in order to communicate and share 
information about teaching physical education.
　　　As a result, it was important head teachers and in-service training coordinators had to lead school 
teachers to share ideas and skill of teaching physical education which they learned from physical 
education specialist out of schools. Besides it was founded that ideas and skill of teaching physical 
education was shared with school teachers through practical exercises training program, lesson study and 
daily dialogue with colleagues. Especially it was founded that their beliefs of teaching physical 
education had been formulated and changed through lesson study and daily dialogue with colleagues.
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１．研究開始当初の背景 
H21 年度から H23 年度まで研究代表者が
代表者として遂行した「体育教師の継続的な
力量形成を保障する現職教育プログラムの
開発」基盤研究（B）（一般）では，様々な教
師が体育授業に関する「力量」を形成するた
めに，体育指導に積極的に関与する立場にあ
る教師が中心となり，学校内において情報を
伝達し共有していく校内研修を組織化する
現職教育プログラムを開発した。また，体育
を研究教科として担っている教師は，積極的
に学校外に「力量」を形成する場を求めてい
た。そこで，校内研修の指導者を養成するた
めに，体育指導に積極的に関与している教師
を学校外の研修や研究会に参加させる現職
教育プログラムを開発した。 
本研究は，小学校の体育授業を指導する教
師に必要な力量を形成する現職教育プログ
ラムの開発に焦点化したこれまでの研究成
果を以下の 3つの方向で発展させるものであ
る。 
第 1に，我々が開発した校外研修と校内研
修の現職教育プログラムを企画して実施し，
その有効性を検証することである。第 2 に，
アンケート調査による教師の一般的な意識
調査をもとに提案した現職教育プログラム
の有効性を，リアルな生活との相互関係の視
点から把握するために事例的で質的な研究
方法を採用して調査を行うことである。第 3
に，前回の科研費調査で課題として残された
中学校における保健体育教師の意識調査を
実施して分析し，義務教育全体の体育授業を
指導する教師に必要な力量を形成する現職
教育プログラムを開発することである。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，我々が開発した義務教育
段階における体育教師の継続的な「力量」形
成を保証する現職教育プログラムを企画実
施し有効性を検証することである。 
 
３．研究の方法 
1 年次は，校内研修を実施するとともにそ
こに参加し，研修参加教師の体育授業を観察
し，子どもの学習評価の結果から，子どもの
学習改善への校内研修の影響を把握した。さ
らに，教師の力量形成に効果的な校内研修の
要因を捉えるインタビュー等の質的な調査
を実施した。2 年次は，我々が企画した学区
単位の校外研修参加者を対象に校内研修の
指導者に必要な資質形成への効果を把握す
る事例的なインタビュー調査を実施した。3
年次に校内研修と校外研修の調査結果を総
合的に解釈し我々の開発した現職教育プロ
グラムの有効性を検証し，改善点を明らかに
するとともに，体育関連学会で成果を発表し
た。 
学級担任制を取る小学校教師と教科担任
制をとる中学校では体育教師の力量形成の
様相は異なることが予想される。そこで小学

校教員班（木原、村井、久保、徳永、林）と
中学校教員班（岩田、嘉数）の 2グループを
下図のように構成した。また、学校の背景等
の個別で特殊な文脈を読み取ると同時に，で
きるだけ広範囲の多様な学校から事例を選
ぶため西日本の 4つの大学（広島大学，安田
女子大学，梅光学院大学，沖縄大学）にま
たがり研究組織を構築した。 

さらに、上図のように、インタビューの
資料の収集と分析を遂行するために，広島
大学大学院教育学研究科大学院生の加登本
仁，林楠を研究協力者とした。また広島大
学付属小学校教諭の大後戸一樹には現職教
員の研究協力者として結果の解釈に専門的
知識を提供していただいた。 
 
４．研究成果 
 3 年間を通した研究成果は以下の３点にま
とめられた。 
(1) 我々は様々な教師が体育授業に関す
る「力量」を形成するために，体育指導に積
極的に関与する立場にある教師が中心とな
り，学校内において情報を伝達し共有してい
く校内研修を組織化する現職教育プログラ
ムを開発し運用した。その結果、校外にある
体育部会等の専門家集団から学んだ知識や
技能を校内に伝達し同僚と共有していく過
程で、校長や研究主任のリーダーシップの重
要性が明らかとなった。 
また、校内研修には実技研修と研究授業及
び日常的な同僚との対話という 3つの研修形
式で、体育授業の知識や技能が学校内に普及
されていくことが分かった。特に、体育授業
の考え方については、研究授業を契機としつ
つ、日常的な同僚との対話により形成され変
容していく過程が明らかとなった。 
(2)ライフヒストリーの研究方法により、1
名の小学校学級担任教師の体育授業観の形
成と変容過程と1名の高等学校保健体育専科
教員の体育授業及び教職の悩み事に関する
変容過程を把握することができた。この研究
成果により、小学校の学級担任教員及び中高
の保健体育専科教員が、体育授業の考え方を
どのように形成し変容させるかという点を
中心に、体育教師の継続的な力量形成を保証
する現職教育プログラムの背景にある成長



モデルを提供することができた。 
(3)シンガポール、アメリカのニューヨー
ク州、スコットランド、中国浙江省における
体育教師の現職教育の現地調査との比較研
究により、日本の校内研修としての授業研究
が、体育授業の改善と学校内の同僚性の形成
に効果的であることが示唆された。 
 今後の本研究の展望として以下の諸点が
指摘できる。 
(1)我々が開発した義務教育段階における
体育教師の継続的な「力量」形成を保証する
現職教育プログラムは、少数の学校での事例
研究により、その効果を一定実証することが
できた。しかしながら、体育教師の継続的な
「力量」形成は、体育授業を取り巻く地域や
保護者、学校の管理職や教員という背景に非
常に影響を受ける。今後、我々の開発した現
職教育プログラムをより多くの地域及び学
校に実際の運用を拡大し、その改善を図るこ
とが求められる。 
(2) 2 人の教師のライフヒストリー研究か
ら、体育教師の継続的な「力量」形成は、各
教師の体育授業に関する考え方に大きな影
響を受け、個性的に遂行されることが示唆さ
れた。体育教師の継続的な「力量」形成を探
求するうえで、体育授業に関する知識や技能
に加えて、授業観や子ども観、教材観という
教師の体育授業に関する考え方について探
求することが求められる。 
(3) 海外の現職教育との比較により日本
の校内研修としての授業研究が、体育授業の
改善と学校内の同僚性の形成に効果的であ
ることが示唆された。21 世紀に入り、算数・
数学や理科を中心とした授業研究が世界 40
カ国に現職教育の方法として紹介、普及され
ている。体育授業についても諸外国で展開さ
れている授業研究と日本の授業研究を比較
し、現職教育としての成果と課題を明らかに
する研究の着手が求められる。 
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